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スマート農業を実現する ほ場・栽培管理支援システム
　

農
業
の
担
い
手
不
足
の
中
、現
状
の
水
田

面
積
を
維
持
す
る
た
め
に
は
一
人
当
た
り
の

作
業
面
積
が
大
幅
に
増
え
る
試
算
が
あ
り
、

農
業
分
野
に
お
い
て
も
労
働
生
産
性
の
向
上

が
不
可
欠
で
す
。そ
の
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
ス

マ
ー
ト
農
機
や
シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
、積
極

的
な
活
用
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
J
A
全
農
が
進
め
る
ス
マ
ー
ト

農
業
シ
ス
テ
ム「
Ｚ-

Ｇ
Ｉ
Ｓ　

」と「
ザ
ル
ビ

オ　

」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

現
在
は
、な
ん
す
ん
地
区
で「
す
る
が
の

極
」の
生
産
管
理
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
が
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
で
、ほ

場
情
報
デ
ー
タ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
電
子

地
図
と
を
関
連
付
け
、デ
ー
タ
を
ク
ラ
ウ
ド

上
に
記
録
・
管
理
し
て
、ほ
場
と
栽
培
情
報

を
可
視
化
し
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

無
人
ヘ
リ
に
よ
る
共
同
防
除
で
、ほ
場
地

図
の
電
子
化
に
よ
り
効
率
的
な
地
図
作
成
、

ク
ラ
ウ
ド
に
よ
る
デ
ー
タ
共
有
機
能
、連
続

印
刷
な
ど
の
印
刷
機
能
に
よ
り
作
業
指
示

や
作
業
計
画
も
パ
ソ
コ
ン
上
で
簡
単
に
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

栽
培
管
理
支
援
シ
ス
テ
ム

「
ザ
ル
ビ
オ（
ｘ
ａ
ｒ
ｖ
ｉ
ｏ
）

  

フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」

　

衛
星
画
像
デ
ー
タ
で
生
育
状
況
の
確
認

と
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）に
よ
り
、ほ
場
デ
ー
タ

を
分
析
し
、生
育
ス
テ
ー
ジ
を
予
測
、可
変

施
肥
や
適
期
施
肥
・
防
除
を
実
現
さ
せ
、最

適
な
管
理
を
提
案
し
ま
す
。

　

生
育
管
理
で
は
、生
育
マ
ッ
プ
を
使
い
、ほ

場
内
で
生
育
が
悪
い
場
所
を
特
定
し
て
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
追
肥
す
る
こ
と
で
、均
一
化
に

よ
る
収
量
ア
ッ
プ
、生
育
ス
テ
ー
ジ
の
予
測
に

よ
る
防
除
・
施
肥
の
作
業
時
期
を
逃
さ
な
い

適
期
管
理
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｚ-

Ｇ
Ｉ
Ｓ
」と「
ザ
ル
ビ
オ
」の
２
つ
の

シ
ス
テ
ム
を
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、よ
り
効

果
的
な
管
理
体
制
が
可
能
で
す
。

低
コ
ス
ト
で
始
め
ら
れ
る
プ
ラ
ン

　
「
Ｚ-

Ｇ
Ｉ
Ｓ
」は
、１
０
０
ほ
場
・
１
年
間

２
６
４
０
円
で
、お
試
し
版
も
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。「
ザ
ル
ビ
オ
」は
作
物
に
よ
り
異
な
り

ま
す
が
、水
稲（
生
育
・
地
力
・
雑
草
・
土
壌

マ
ッ
プ
＋
生
育
ス
テ
ー
ジ
予
測
）は
基
本
料

「Z-GIS」で登録したほ場と「ザルビオ」システムをリンクさせ
AIによる生育予測、病害虫予測などをリアルタイムで確認

お
問
い
合
わ
せ

　

同
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、営
農

販
売
部
営
農
課 

担
当
：
齊
藤
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話 

０
５
５-

９
５
７-

８
０
３
２

か て い さ い え ん

監修：園芸研究家／成松次郎

チャレ
ンジ

   春まきキャ
ベツ

※関東南部以西の平たん地を
　基準に記事を作成しています。

育苗管理が肝心
　キャベツなどのアブラナ科野菜は夏まき栽
培が一般的です。しかし、低温期に種まきをす
る春まき栽培では、早期に花茎が伸びて収穫
できないことが起きます。適切な品種を選び、
苗作りでの温度管理を上手にすれば、初夏に
収穫する作型を成功させることができます。

栽培カレンダー
月 ３ ４ ５ ６ ７１ ２

収穫生育苗作り種まき

　とう立ちしにくい晩抽性と

収穫期の高温を避けられる

早生性を兼ね備えた品種を

選びましょう。

　柔らかくジューシーな春系

の「春波」（タキイ種苗）、「中

早生二号」（サカタのタネ）な

どがお薦めです。

品種1

　発芽温度は、おおむね5～

35度で、適温は20～25度

です。その後の温度は、日中

15～20度、夜間5～10度を

確保します。そのため、トンネ

ル内に温床マットなどで温床

を作り、最低10度を目安に加

温しますが、日中は25度以上

に上がらないように換気をし

ます。（図１）

　7.5～9cmポリポットに3、

4粒まきし、本葉2枚で1本と

し、本葉5、6枚の大苗に仕上

げます。（図２）

苗作り2

　結球期まで肥効が残らな

いように、定植後2週間程度

で株の周りに化成肥料を1株

当たり10gくらいまいて、株

元に土寄せします。

追肥5

　気温が上がるとアオムシ、

コナガの発生が多くなるの

で、BT剤などで防除します。

病害虫の防除6

　球が固く締まる前に早めに

収穫します。

収穫7

　時期はソメイヨシノが開花

する頃（気温10度以上）に、

株間40cmに植え付けます。

植え付け4図１ 加温育苗

　畑1平方m当たり苦土石灰

100g程度をまいて、よく土を

耕します。畝幅70～80cm、

深さ20cmの溝を掘り、この

溝1m当たり堆肥1kgと化成

肥料（NPK各成分10%）

100gを施し、土とよく混ぜて

畝を立てます。

畑の準備3

畑の準備

図２ 苗作り 植え付け
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金
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
１
年
間
１
万
３
２
０

０
円
で
、生
産
者
向
け
の
５
％
割
引
ク
ー
ポ

ン
コ
ー
ド
も
あ
り
ま
す
。

営
農
管
理
シ
ス
テ
ム「
Ｚ-

Ｇ
Ｉ
Ｓ
」
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